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東洋医学とは古代中国から始まり ， 日本や韓国を中心に世界の国々に伝わ

って発展してきた医学である． 東洋医学における人体は， 主に五臓六腑， 経

脈， 経穴， 気・ 血・ 津液から構成されている． 五臓六腑とは東洋医学におい

て，人体の内臓全体を指すときに用いられる表現であり ，具体的に五臓は肝・

心・ 脾・ 肺・ 腎を指し，六腑は胆・ 小腸・ 胃・ 大腸・ 膀胱・ 三焦を指す．経脈

とは身体を縦に流れる脈であり ， 気と血の通路の役割を果たすものである．

気・ 血・ 津液は生きるために必要なものであり ， いわゆる代謝物質である．

また， 経穴は基本的に経脈に位置付けられており ， 人体の表面に存在してい

る．   

鍼灸治療は， 東洋医学の治療法の 1 つであり ， 鍼または灸で経穴を刺激す

ることによって，その刺激が経脈に伝わり ，体内の気・ 血・ 津液が改善され，

その結果， 五臓六腑の機能が活性化される． 鍼灸治療は， 副作用が少なく ，

病気の予防や難病の治療などにも有効であることから， WHO に認められ， 今

や世界中に広まっている． しかしながら， 鍼灸治療は未だ経験的・ 臨床的に

行われることが多く ， 治療の仕組みや過程が科学的に解明されていない部分

が多い． そのため， 現代の西洋医学や科学技術的な観点も取入れた客観的・

統一的なアプローチが求められている．  

国内外において， 東洋医学に関する人体のモデル化や解析等の研究は， 五

臓六腑あるいは経脈の一方のみを取り上げて行われており ，五臓六腑，経脈，

経穴， 気・ 血・ 津液のすべてを含んだ人体モデルの研究がなされていない．

また， 鍼灸治療のシミ ュレーショ ンやシミ ュレーショ ンによる検証といった

研究も行われていない．  

一方， ペト リ ネッ ト はシステムの静的構造の表現と動的挙動の解析・ シミ

ュレーショ ンが可能なモデリ ングツールであり ， 生命システムのモデル化や

解析においても数多く 応用され効果を上げている．ペト リ ネッ ト を用いれば，

東洋医学の五臓六腑， 経脈， 経穴， 気・ 血・ 津液を含んだ人体のモデル化と

鍼灸治療のシミ ュレーショ ンが可能になる．  

そこで， 本論文では， システムの構造と動作の両方を表現・ 解析・ シミ ュ

レーショ ンすることができるペト リ ネッ ト を用いて， 五臓六腑のモデルをベ

ースに， 経脈， 経穴および気・ 血・ 津液を加えていく よう に東洋医学の人体

モデルを構築する手法を提案した． また， 構築された人体モデルを用いた鍼

灸治療のシミ ュレーショ ン結果， および， 臨床結果との比較によるモデルの

妥当性検証の結果を示した．  



具体的に， まず， 先行研究を踏まえた上で， 五臓六腑間の相互関係に基づ

いた五臓六腑のモデルを構築した． 次に， 経脈と経穴のモデルを構築し， そ

れを五臓六腑のモデルに加えた． さらに， 臓腑の働きによる気・ 血・ 津液の

生成や流れを分析し ， その分析結果に基づいた気・ 血・ 津液のモデルを構築

した上で， 東洋医学の全体の人体モデルを完成させた．   

モデルの妥当性を検証するために， 提案したモデルを用いて， 以下の 3 つ

の観点に基づき， 鍼灸治療のシミ ュレーショ ンを行った．   

1 つ目は，臨床で有効と検証された計 17の症例に基づいて行った鍼灸治療

のシミ ュレーショ ン結果と文献に記載された臨床結果と一致しているかどう

か．  

2 つ目は， 文献に記載された経穴を除いてランダムに選ばれた経穴を刺激

した鍼灸治療のシミ ュレーショ ン結果と文献に記載された臨床結果と一致し

ているかどう か．  

3 つ目は， 他の臓腑との関係が判明されていない三焦を除いた人体モデル

を用いて， 臨床で有効と検証された症例に基づいて行った鍼灸治療のシミ ュ

レーショ ン結果と文献に記載された臨床結果と一致しているかどう か．  

最後に， シミ ュレーショ ンの結果から， 以下のことが明らかになった．  

( 1)  文献に示されている経穴を用いた鍼灸治療のシミ ュレーショ ン結果か

ら，五臓六腑はやがて健康状態に回復されたとの結論を得た．その結果より ，

シミ ュレーショ ン結果と文献記載の臨床結果と一致していることが確認でき

た．  

( 2)  文献記載の経穴を除き， ランダムに選んだ経穴を用いた鍼灸治療のシ

ミ ュレーショ ン結果から， 五臓六腑が健康状態に回復できないことが分かっ

た． その結果より ， 文献記載以外の経穴では， 臨床結果と一致することにな

らないことが確認できた．  

( 3)  三焦を除いた人体モデルを用いて行った鍼灸治療のシミ ュレーショ ン

結果から， 五臓六腑は健康状態に回復できないことが分かった．  

その結果より ， 三焦を除いたモデルでは文献記載の臨床結果と一致するこ

とにならないことが確認できた．（ 1） と合わせていえば， 三焦に関するモデ

ルの構築法は妥当であることがいえる．  

以上の( 1)～( 3) より ， 本論文で提案した東洋医学の人体モデルは， 臨床結

果と一致するシミ ュレーショ ン結果が得られることで， その構築法が妥当で

あり ， 構築されたモデルが有用である．  

本論文で提案した人体モデルはペト リネッ ト を用いることで， 東洋医学に

おける人体内部の相互関係を視覚的に表現できる． また， 鍼灸治療のシミ ュ

レーショ ンが可能となり ， そのシミ ュレーショ ンによって， 治療現場で観測

できない臓腑状態の変化過程を示すことができる．  



本論文は， 東洋医学の諸説を基に， 情報科学・ 情報技術に基づいて， 経験

的・ 臨床的に行われ， かつ定性的な説明しかできていない東洋医学の鍼灸治

療の仕組みの解明に対する新しいアプローチを提供するものである． その成

果は， 人体の仕組みの解明にも， 新たな鍼灸治療法の発見にもつながるもの

である．  






